
桑名の歴史 思いつくまま（１００）         2022.05.20 

大正時代の小学校         郷土史家  西羽 晃 

  

明治 19(1886)年の小学校令に基づいて、尋常小学校（4 年制・義務教育）

と高等小学校（４年制・任意制）になりました。それに応じて桑名では町立の

桑名高等小学校が立教小学校の校地・校舎を転用して、創立されました。明治

20 年には市郡町村制が施行されましたので、郡立の桑名郡高等小学校となり、

桑名郡下の全町村の尋常小学校の卒業生のうち希望者が入学しました。遠方で

通学の困難な児童のための寄宿舎もありました。 

 明治 34 年に、長島尋常高等小学校と多度尋常高等小学校が創立されて、桑

名郡高等小学校から分離しました。同年には本校も桑名第一・第二高等小学校

とに分割されました。 

 明治 40 年に小学校令が改正され、尋常科は６年、高等科は２年となりまし

た。それに伴い、各村の尋常小学校に高等科が併設されて、尋常高等小学校と

なりました。その状況は以下の通りです。 

 明治 40年 城南。同 42 年 楠（現長島北部） 

 明治 44年 第一（現日進）、益生（現益世）、桑部、在良、深谷、伊曽島、 

       古浜（現多度青葉）、木曽岬、第三（現立教） 

明治 45 年 大山田（現大成）、教立（現久米） 

大正 ２年 赤須賀。同８年 七和。同 13年 古美（現多度青葉） 

大正 14 年 第二（現精義）。同 15 年 野代（現多度南）、七取（現多度東） 

 各小学校が高等科を併設したため、校舎の増築を行い、校地の狭い所では新



しい校地に新築しました。 

桑名町立第二小学校では本校が本町に、分校が長寿院内にと分れていました

が、手狭であり、また不便なので、広い校地を求めました。しかし桑名町内で

は適当な場所がなくて、当時は町外の大山田村大字桑名字拾五番（現在の精義

小）の場所を求めて、大正５（1916）年に新築・移転しました。下記の写真で

見るように、周りは堀田でした。 

       

 大山田村には東方（立坂町）の勧善小学校と上之輪の開明小学校がありまし

たが、高等科の併設により、両校が合併して大山田尋常高等小学校となりまし

た。その機会に新しい校地（現大成小）を求め、新校舎を建て、大正５年 10

月 27 日に落成式を挙げました。当時の写真（下記）を見ると、その時から X

坂（文坂とも言う）がありました 

   



桑名の歴史 思いつくまま（１０１）         2022.06.20 

桑名の幼稚園         郷土史家  西羽 晃 

  

 桑名の幼稚園の歴史については『桑名市幼稚園の史的展望１』（桑名市教育研

究所 1976 年 発行）を参考にして、今回の文章を書いてみました。掲載の図

すべては上記『桑名市幼稚園の史的展望１』から転載しました。 

 桑名で最初に幼稚園が始まったのは、明治 31（1898）年とされています。町

立第二尋常小学校（以下「第二小」と書く）の今一色分校の中に設けられまし

た。『三重県統計書』には記載されていませんし、実態は不詳です。第二小が大

正５（1916）年に新しい校地（現在の精義小の場所）に移りましたが、幼稚園

は小学校とは独立した園舎を建てて「桑名町立桑名幼稚園」として、大山田村

大字桑名（現在の常磐町）に大正８年９月に開園しました。 

 開園に際して「幼稚園碑」が園内（現在精義小の校地に移してある）に建て

られました。その碑によりますと、桑名の富豪・諸戸家に仕えていた近藤清吉

が幼児教育に熱意を持っていましたが、大正４年に 44 歳で亡くなりました。近

藤の死を惜しみ、二代諸戸清六が全費用を負担して、桑名幼稚園を建てて、桑

名町に寄付しました。 

        

明治 39 年ころの今一色幼稚園    精義小学校内にある「幼稚園碑」 



 大正８年版の『三重県統計書』によりますと、所在地は桑名郡大山田村、創

立は大正８年９月、保育年限は２年、男 79 人、女 62 人（入園者も同じ数字）、

卒園者は男 43 人、女 48 人、園長は風間とき。この年に三重県にあった公立幼

稚園は四日市市立（明治 2 8 年創立）、四日市第七尋常小学校敷設幼稚園（大

正８年９月創立）と桑名幼稚園の３園だけでした。私立は津市５，宇治山田市

５、富田町・亀山町・神戸町・白子町・松阪町・上野町各１でした。 

昭和３(1928)年９月頃には保育時間は 

４月１日から６月 30 日までは午前９時開始、午後１時終了。 

７月１日から９月 30 日までは午前８時開始、午前 11 時終了。 

10 月１日から３月 31 日までは午前９時 30 分開始、午後１時 30 分終了。 

但し土曜日は２時間だけ。 昼食は各自が弁当を持参しました。 

保育料は１人１ヵ月 金１円 30 銭で、１ヵ月全部休んだ場合は無料。 

       

桑名幼稚園図                 桑名南幼稚園図 



桑名幼稚園
　年度 保育年数   保   母   　　 園 　　児 　園　長

　　男 　　　女　 　　　計
大正　８ 2 3 79 62 141 風間とき

9 2 4 63 57 120 風間とき
10 2 4 70 50 120 風間とき
11 2 5 59 61 120
12 5 90 60 150
13 5 79 70 149
14 5 77 72 149

昭和　１ 5 75 75 150
2 5 109 87 196
3 5 119 76 195
4 4 105 85 190
5 3 55 63 118
6 3 64 56 120
7 3 60 60 120
8 3 62 58 120

桑名南幼稚園
昭和  5 2 34 31 65

6 2 40 31 71
7 2 42 36 78
8 2 42 37 79

　各年度三重県統計書より （園児数は各年度3月１日現在）

 

桑名幼稚園は上表のように園児数は増えていきましたし、桑名町の南部（現 

在の日進・城東・益世地区など）の子供にとって通園の距離が長いため、昭和

５年度から桑名南幼稚園が開園しました。最初は第一尋常高等小学校（現日進

小）の教室を利用しましたが、昭和９年に道路を隔てた西側に独立した園舎が

新築されました。現在の伝馬町市営住宅の場所です。 

戦後に桑名幼稚園は精義幼稚園、桑名南幼稚園は日進幼稚園と改称されまし

た。 

 

 



桑名の歴史 思いつくまま（１０２）         2022.07.20 

大正時代の高等女学校         郷土史家  西羽 晃 

 

             桑名高等女学校   

 年度  教 員  生 徒 入学生数 卒業生  備 考 

大正１ 10 165 57 34   郡立 

2 10 167 55 37  

3 11 171 53 32  

4 11 183 58 39  

5 10 187 57 46  

6 10 187 58 45  

7 ー ー ー  ー 不明 

8 10 241 99 45  定員増 

9 10 294 111 47  

10 13 323 102 49  

11 15 368 112 86 県立となる 

12 15 375 114 88  

13 15 381 98 87  

14 13 391 98 92  

昭和１  15 444 152 98   定員増 

 各年度三重県統計書より （生徒数は各年度末） 

  （教員は非常勤を含む）    

 

桑名郡立高等女学校は明治 43（1910）年に創立されましたが、大正１（1912）

年度には４年生までの全学年が揃い、内容も充実してきました。創立時に２学

年生として入学した生徒は大正１年度に最初の卒業生となりました。彼女らの

ために同２年度から修業年限１年の補習科が設けられ、最初の入学生は 12人で

卒業生は 9人でした。しかし、補習科を希望する生徒数は減少し、同７年度に

は廃止されました。 

県立化を望み、県へ何度も陳情しましたが、県では必要性を認めながらも、

財政難を理由に困難としました。桑名郡では県立化を目指し、規模の拡大を図

り、大正８年度から定員を１学年 50人から 100人とし、校舎の増築に着手しま



した。ところが同 10年９月 25日の暴風雨によって、建築中の本館が倒壊しま

した。しかし工事は進み、同 11年３月には２階建ての校舎が完成しました。そ

れとほぼ同時に郡立から県立へ移管されました。その背景は郡制度そのものが

廃止となり、郡の財産は県に移管されたからです。 

大正 11年４月から三重県立桑名高等女学校として再発足し、同年度から２年

間で、講堂が新築され、寄宿舎も改築されました。同 15年（昭和元年）には定

員もさらに増加して、１学年 150人となりました。同年度末の三重県下の高等

女学校は宇治山田市立（生徒数 728人）、四日市市立（同 660人）、県立津（538

人）、県立桑名（同 444人）、県立飯南（同 434人）などでした。 

入学したものの、卒業しなかった生徒の割合をみますと、大正４年度入学 57

人に対して卒業は 39人で、68％。同 12年度入学 114人に対して卒業は 98人で、

86％となり、途中退学する生徒は減ってきました。退学の理由は「病気」「転学」

よりも「その他」が多く、家計の都合や結婚する生徒もあったと思われます。 

学校では校友会が組織され、大正２年７月には同窓会も発足し、校友会誌・

同窓会誌『うつみひ』が発行されました。『うつみひ』は同 12年には『松韻』

と改題されました。 

大正 13年の学校行事を見ますと、３月３日の雛祭りにはお雛さまを飾り、学

芸会もありました。５月 12日から６泊で、４年生が横浜・東京・日光・長野へ

修学旅行に出かけています。前年９月に起きた関東大震災の後で、まだ災害の

爪痕が残る様子を見聞しています。３年生は２泊で京阪神方面へ、２年生は１

泊で吉野・奈良方面へ、１年生は日帰りで養老方面に行っています。 

 



      
      郡立時代の校舎と豊田校長 

      
     第一回 卒業生（大正２年３月） 

         生徒の袴に１本の白線 

     
   『うつみひ』       県立になってから（大正 15年ヵ） 

                  スカートに１本の白線 



桑名の歴史 思いつくまま（１０３）         2022.08.20 

町立の裁縫女学校と実業女学校  

         郷土史家  西羽 晃 

  

 桑名郡内各地の尋常小学校に高等科が併設されたことは№100 で書きました

が、それまで郡内唯一の高等小学校は大正５（1926）年から尋常科を併設し、

第三尋常高等小学校（現在の立教小学校）となりました。そこに併設して、桑

名町立裁縫女学校が大正 10 年に創立されました。この学校は尋常小学校を卒

業した生徒が進学しました。ごく小人数の学校で、校長は小学校長が兼任しま

した。同種の裁縫女学校は近隣では赤須賀村立赤須賀裁縫学校が大正４年に出

来ていましたが、大正 12 年に赤須賀村は桑名町と合併しましたので、閉鎖に

なったようです。 

桑名町立裁縫女学校      

 年度 終業年数  職  員     生     徒   授業料収入  経 費 

      男    女     計       円     円 

大正10 3 5 0 32 32 198 706 

11 3 2 0 46 46 236 1320 

12  2 0 43 43   

     三重県統計書より 各年度3月1日現在    

     

赤須賀 裁縫学校       

 年度 終業年数  職  員     生     徒   授業料収入  経 費 

      男    女     計       円     円 

大正 4        

5        

6        

7        

8        

9        

10 3 2 0 25 25 113 596 

11 3 1 0 33 33 103 599 

 三重県統計書より 各年度 3月1日現 在 大正４～９年不詳  



桑名町立裁縫女学校は盛況だったようで、大正 10年 12月 2３日付の朝日新

聞では「現在の通学者は四十余名に達して、尚希望者が非常に多いが、校舎の

関係から全部収容する事が出来ない好況にある」。しかし大正 13年で閉鎖され

ました。この理由は不詳ですが、赤須賀村との合併に関係しているかもしれま

せん。 

 

桑名町立裁縫女学校が閉鎖になるとともに、新しく桑名町立実業女学校が大

正 13年４月から始まりました。統計上、各種実業補習学校に含められて、個々

の学校別の統計が発表されていないので、数字は不詳です。 

この学校は小学校尋常科の卒業生を対象とする前期（修業年限２年）と、小

学校高等科の卒業生と前期修了生を対象とする後期（同 2 年）、さらに上級の

研究科（同１年）です。制服は和服で黒線が２本入った袴でした。授業料は月

額 50 銭で、自己都合で１ヵ月全部休んだ場合は無料でした。また１ヵ月全部

休みだった場合（夏休みなど）も無料でした。授業時間は原則として午前 9時

から午後３時まで（ただし５月１日から７月 10日までは各１時間早い）。前期・

後期ともに１週間に 32時間でした。 

授業内容は前期は修身１，国語５，数学２，体操・音楽２、家事・裁縫・実

業・手芸 22 時間でした。希望者には茶道・華道各１時間がありました。後期

は国語が２減って、家事などが２時間増えました。和裁は１年生は木綿、２年

生は絹物でした。 

 この実業女学校はのちに桑名市立高等女学校となり、現在の県立桑名高校へ

と続きます。 

 



桑名の歴史 思いつくまま（１０４）         2022.09.20 

桑名中学校の誕生  

         郷土史家  西羽 晃 

  

 三重県立第二（のち富田）中学校が明治 32（1899）年に富田村（現・四日市

市）に出来ました（本シリーズ 55 2018.08.31）が、その後の進学熱が高まり

から、県立中学校の誘致を神戸町（現鈴鹿市）と桑名町が進めました。しかし、

大正８（1919）年に神戸に設置が決まりました。これに対して桑名町では町立

の中学校を作ることになり、同 10 年に桑名町勢調査委員会で町立の中学校設

立を決めて募金を開始しました。富豪の諸戸精太が３万円寄付を申し出て、そ

の他からも募金が集まり、同 12 年２月 15 日付『官報』で「三重県桑名中学校

ヲ同県桑名郡大山田村ニ設置シ大正十二年四月ヨリ開校ノ件認可セリ」と告示

されました。 

 校舎は桑名町立第三尋常高等小学校（現立教小学校）の一部を借りて、開校

することになり、大正 12 年３月 29,30 日に入学試験が実施されました。入学

志願者は 528 人であり、合格したのは 100 人で、５倍以上の高い倍率でした。

新設校なので、入り易いと思われたでしょうか。４月５日に第一回入学式が行

われました。教員は８人でした。同月９日に開校式を行っています。 

   
現・立教小学校にある「桑中開校の地」碑 



 

 桑名中学校を何処に建設するについて、益生（有王塚）付近、大福付近、鍋

屋町付近などの候補地が挙げられましたが、桑名町内には適当な場所がなく、

大山田村長の松本長蔵の斡旋により、大山田村大字東方に決定しました。これ

が現在の桑名高校の場所です。国鉄・養老電鉄（当時は今の近鉄は未開通）の

桑名駅から近く、また北勢鉄道（現・三岐鉄道北勢線）の馬道駅にも近い、通

学に便利な位置でした。 

 約１万坪の用地は、坪単価３円で 7千坪が買収出来ましたが、残りの 3千坪

は地主との折り合いがつかずに、買収交渉は難航しました。結局 3千坪は坪単

価５円で決着しました。予定よりも 6千円不足しましたので、松本長蔵が３千

円、東洋紡績が２千円、大山田村有志から１千円を出しました。また先に坪単

価３円で妥結した地主から抗議がありましたが、大正 12年末には妥結しました。

桑名町では各町内に寄付を求めましたが、南部８町内では寄付に応じず、紛糾

しました。これには桑名町と大山田村との政治的対立もあったようですが、こ

れも同 13年７月末にすべて解決しました。 

 大正 13年８月 30日に地鎮祭が行われました。この土地はなだらかな傾斜地

でしたので、高い方を削り、低い方を埋め立てて、平地としました。工事中に

戦国時代の銅銭が入った壺と大小の刀が出てきました。 

桑名中学校
　年度 入学志願者   入学者 　在　籍　者籍 者 人

　　　　　　人 　　　　　人 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計
大正１２ 528 100 98 0 0 0 0 98

13 406 103 100 94 0 0 0 194
14 399 100 101 94 82 0 0 277

大正１５ 185 147 145 94 87 78 0 404
昭和　２ 192 144 148 138 86 83 70 525

3 203 141 150 135 134 77 76 502

　各年度三重県統計書より



桑名の歴史 思いつくまま（１０５）         2022.11.20 

大正時代の工業  

         郷土史家  西羽 晃 

   

第一次世界大戦が大正３（1914）年にヨーロッパを中心として始まりました。

戦場となったヨーロッパでは工業・農業生産は減少したため、日本から世界各

地、とくに中国・東南アジアへの輸出が増大し、日本の工業が飛躍的に拡大し、

バブル景気となりました。そして物価も高騰しました。桑名郡でも工業生産は

増加し、大正 4 年から同９年までの５年間に工業生産額は 359 万円から 1,331

円へと約 3.7倍にもなりました。大戦が終わった後には大不況に見舞われてい

ますが、同 14年の生産額は 1,534万円となり、増加しています。これは新しい

工場が増えてきたためでしょう。 

明治 29（1896）年設立の桑名紡績（当シリーズ№10  2014.09.30付）は同 40

年に三重紡績桑名工場となり、大正３（1914）年には東洋紡績桑名工場となり

ました。同４年の従業員は 1517人（男 309人、女 1208人、他に雑役従事者０

人）で生産額は 186 万円で桑名郡全体の工業生産額（359 万円）の半数を占め

ており、桑名郡最大の工場でした。 

大正９（1920）年には従業員は 1345人（男 275人、女 1070人。他に雑役従事

者、男 80人、女 28人、計 108人）に減っていますが、生産額は 746万円へと

約４倍に増加しています。同 14年の生産額は 578万円（従業員 1158人）と減

っています。戦争が終わった後の不況の影響でしょう。明治末から大正にかけ

て吉之丸の土地を多く買い入れていますが、これは社宅の用地と思われます。 

 東洋紡績に次いで大きな工場は三重琺瑯（元琺瑯鉄器、現 MIEテクノ）でし



た。三重琺瑯については当シリーズ№59（2018.12.31付）で書いてありますが、

当時の新聞記事を紹介します。ヨーロッパの戦争でドイツ及びイギリス製の琺

瑯鉄器類の輸出が途絶えたので、中国、インド、南洋方面では日本製が独占す

るようになり、桑名の琺瑯鉄器も大いに活気付きました（大正４年 12月 13日

付『朝日新聞』東海版）。しかし輸入の鉄材が不足して調達に苦労しています（同

５年２月 28日付『朝日新聞』東海版）。 

 初代山本重治郎は明治 41（1908 )年に桑名・片町で伊勢製網所として漁網の

生産を始めました。同 42年には山本重治郎商店（現・山本本店）と改名しまし

た。その後は編網機や尺計機を発明製作し、販売しました。また鋳物業や琺瑯

製造も手掛けています。大正８(1919)年 10月 20日に洋館の建築起工式を行っ

ています。この建物は赤レンガ御影石を使った３階建でした。 

 大正７（1918)年に内堀で西園鉄工所が国産のボールベアリング製造を始めま

した。これには大阪の巴商会（代表者：丹羽昇）の協力がありました。昭和２

（1927）年には西園の Nと巴の Tと丹羽の Nと合わせてエヌチーエヌ製作所と

なりました。現在の NTN（エヌテイエヌ）の前身です。 

   

桑名紡績のレンガ造倉庫     琺瑯鉄器工場の内部      山本重治郎宅の洋館 

(『明治百年』三重県発行より)  (『明治百年』三重県発行より)  （『山本重治郎伝』より） 

 

 追記：大正時代の西園鉄工所の写真がありましらご教示ください。 



桑名の歴史 思いつくまま（１０６）         2022.12.20 

米騒動と桑名聯隊区  

         郷土史家  西羽 晃 

  

 前回に書きました世界戦争で大きな変化があったのは、ロシアで革命が起こ

り、社会主義のソビエト連邦が誕生したことでした。日本でも戦後不況の中で

社会運動が盛んとなりました。その一つに米騒動があります。大戦の長期化や

シベリア出兵をあてこんだ米の買い占めや売り惜しみによって、米価は高騰し

ました。大正５（1916）年から同７年にかけて米価はほぼ３倍に値上がりしま

した。同７年７月 18 日に富山の主婦らが米価の値下げを求めて始まった米騒

動は全国各地に広がりました。 

三重県でも大正７年８月 12 日に伊賀上野で民衆が米価値下げを求めて米屋

に押しかけました。津では同月 15 日に米商人宅を破壊したりしています。桑

名では同月 12 日夜に、桑名城跡に約千人の民衆が集まり、米を求めて、両諸

戸家へ押しかけました。これに対して警官や軍人が出動して押さえましたので、

暴動にならずに解散させられました。翌 13 日夜にも城跡に約千人が集まりま

した。馬道の米屋が米を安売りしていると聞いたので、馬道へ押しかけました。

しかし途中の京町にある警察署前で、警官隊によって阻止され、もみ合いとな

りました。その際に２人が検挙され、鎮圧されました。（城跡からの当時の道路

は、南大手橋を通り、京町から東海道を通っていくのが普通でした。その途中

に桑名警察署がありました）。 

その後には桑名町で寄付金を募り、米の安売りをしています。なお検挙され

た２人は後に不起訴となりました。伊賀上野や津では多くの人が起訴され、有



罪の判決を受けた人もいますので、桑名では過激な暴動ではなかったようです。 

     

軍人が直ちに出動しているのは、桑名に陸軍の機関があったからです。それ

は「桑名聯隊区司令部」といわれ、明治 40（1907）年に設置され、四日市市

以北の三重県を管轄し、徴兵・招集の事務、在郷軍人の指導を担当しました。

のちに管轄区域は広がり、大正 12 年現在では、三重県四日市市・桑名郡・員

弁郡・三重郡、愛知県一宮市・中島郡・丹羽郡・海部郡・葉栗郡、岐阜県不破

郡・海津郡・養老郡に及びました。人員数は不詳ですが、40～50人ほどかと思

います。場所は新築(地名)にあり、現在の総合福祉会館あたりでした。大正 14

年に廃止され、三重聯隊区、愛知聯隊区、敦賀聯隊区に引き継がれました。 

なお代表者である司令官は佐官級の軍人が就任しています。大正８年ころの

幹部は司令官・汾陽光二中佐、司令部付き・小森少佐、副官・鋤柄大尉、 

副官・森大尉でした。汾陽光二は退役後に桑名町長を務めています。 

   ←桑名聯隊区将校団の規約改定案 



桑名の歴史 思いつくまま（１０７）         2023.01.20 

大正時代の社会運動 

         郷土史家  西羽 晃 

  

 ロシアで社会主義国家が成立してから、世界的に労働者や農民の運動が盛ん 

となり、日本でも大正 7（1918）年の米騒動から全国的に社会運動が活発化し

ました。桑名でも桑名町民の中に新機運を開こうと、有志の松本鷹忠・内山秀

松が主唱して、同８年９月 29 日午後７時から、 桑名町政革新会が廓座（本

町）※で発会式しています。何人が集まったか判りませんが、「盛会なりき」と

『朝日新聞』三重版（下記）が伝えています。 

     
大正９.10.02『朝日新聞』      大正 9. 10.01『毎日新聞』 

この影響かはっきりしませんが、翌日の９月 30 日に東洋紡績桑名工場の男

子 200 人が同盟罷業しています（上記『毎日新聞』）。当時の桑名工場の従業員

は 1,505 人（男子 278 人、女子 1,227 人）でした。男子のうち 20 歳以上が 208

人でしたから（大正８年版『三重県統計書』）、成人男性の殆ど全員が参加した

ことになります。同盟罷業した原因は「男子は 10～15％のベースアップに対し

て、女子は 30％のアップだったので、不満が募ったのです。結果は不詳です。 

 世界大戦後の不況によって鋳物業界では倒産が多発するようになり、失業者

も多く、また賃金も 20～30％も切り下げられました。この責任は内閣の放漫政

策によるものとして、大正９年５月には桑名の鋳物職工 400 人余が組織する工



友会では、内閣批判のビラを撒いています。工友会の実態は不詳ですが、産業

別労働組合の一種かと思われます。      

大正 13 年は旱魃で収穫が少なく、木曽川下流を開発した農地 230 町歩の小

作人たちは小作料を 40～70％の減額を求めました。しかし地主たちによって拒

否されました。そのため小作人 84 人が小作人組合を結成しました。三重県の

役人や桑名郡長らが斡旋して、同 14 年３月 19 日に地主・小作人の代表によっ

て協議し、小作料は一律 20％引きで解決しました（下記『朝日新聞』三重版）。 

伊曽島村松蔭新田では大正 14年 12月に小作人たちが小作料の減額を求めま

したが、交渉は難航しています（下記『伊勢新聞』）。 

  

 （大正 14.03.21『朝日新聞』）           （大正 14.12.14『伊勢新聞』） 

大正 14年には益生借地人同盟が結成され、小作人 210人が参加しています。 

大正 15 年 11 月５日に、全国農民組合愛知県連合会木曽岬村見入支部と雁ヶ

地支部、同年 12 月 24 日に同村松永支部が結成されています。 

全国的に労働運動や農民運動が広がると共に、参政権の拡大が求められ、普

通選挙法が大正 14 年５月５日に公布されました。ただ選挙権は男子のみに限

られ、女子の選挙権は昭和の戦後になってからです。 

 ※廓座は芝居小屋として明治 20(1887)年に桑名・本町で開業しました。同 30

年には同じ場所で新築して、収容人員 922人となりました。同 43年には川上貞

奴も公演しています。大正末には映画常設館となり、昭和に「松竹館」と改名

しています。昭和 20（1945）年に戦災で焼失し、以後廃止となりました。 



桑名の歴史 思いつくまま（１０８）         2023.02.20 

国勢調査 

         郷土史家  西羽 晃 

  

世界全体で人口センサスが決議されたのを受けて、日本でも全国的な人口等

の調査をする法律が明治 35（1902）年に制定されましたが、同 37 年の日露戦

争のため実施が延期されて、大正９（1920）年に実施されることになりました。

実施に当たり、事前に宣伝が大々的行われました。同年８月 30 日に在良村で

幻燈を使っての宣伝と講演会が始められ、その後は桑名郡の各町村を巡回して

幻燈と講演会が開かれました。調査委員たちの研修も重ねられ、申告に不都合

があれば、町村の恥だと熱心に研究がなされました。 

      
     1920(大正９)年９月 11 日朝日新聞 

 そして大正９年 10 月１日に全国一斉に第１回国勢調査が行われました。以後

５年ごとに実施されてきました。但し昭和 20（1945）年は終戦直後の混乱期

だったので、同 22 年に延期され、その後は同 25 年に実施され、以後は５年ご

とに行われています。大正期の結果は下記の通りです。 

 

   国勢調査の人口 

    （各年の『国勢調査報告書』より。▲はマイナス。赤須賀村は大正 12

年に桑名町に合併となったので、大正14年には桑名町に含まれている。） 

 



  大正９年  大正 14 年  前回比       大正９年  大正 14 年  前回比 

桑名町   18,988 人  22,935 人  4.7%     野代村    1,087 人  1,040 人   ▲4.3%   

赤須賀村  2,908      ↑       -         古浜村    1,491    1,489     ▲0.1 

益生村    3,016    3,474    15.2        古美村    1,030     987     ▲4.2 

大山田村  4,692    6,047    28.9        多度村    1,974    2,139       8.3 

城南村    2,658    2,861      7.6        七取村    1,848    1,713     ▲7.3  

桑部村    1,256    1,206    ▲4.0        楠村     1,199    1,113     ▲7.3 

在良村   2,084    2,192      5.2        長島村    3,759    3,922       4.3 

深谷村    2,965    3,262     10.0        伊曽島村  1,952    1,937     ▲0.8 

久米村   2,002    2,039      1.8   

七和村    1,489    1,497      0.5       木曽岬村  3,023    2,898     ▲4.1 

この結果で注目されるのは、桑名町の伸びは少なく、周辺部は増加が大きこ

とです。もともと桑名町の中心部は江戸時代の桑名城下町であり、赤須賀村も

漁村として、共に人口が密集していましたから、増加の余地が少なかったので

す。そのため、周辺部に人口が広がってきたことが読み取れます。多度村・長

島村では中心部への集中が見られます。全国的にも人口が都市集中する傾向が

あり、桑名のような地方でも同じ動きといえます。 

 人口集中を促した要因の一つとして、鉄道の影響が大きいと思われます。明

治 28年に大山田村に関西鉄道（現 JR関西本線）桑名駅が出来て以来、駅周辺

には商店や人家が増えました。大山田村には大正３年に北勢鉄道（現三岐鉄道

北勢線）大山田駅（現西桑名駅）が出来、同８年に養老鉄道が桑名駅に乗り入

れています。 

 桑名町の過密化は公共施設も町内に設置できず、大正５年には桑名町立の第

二尋常高等小学校（現精義小学校）、同８年に桑名町立幼稚園、同 15年に県立

桑名中学校（現桑名高校）が大山田村地内に出来ています。桑名町の本町から

桑名駅前までの八間通は同７年に測量を開始し、同 14年５月 16日に完成しま

した。 



桑名の歴史 思いつくまま（１０９）         2023.03.20 

赤須賀村の合併および赤須賀船 

         郷土史家  西羽 晃 

 明治 22（1889）年４月１日の市町村制施行により、従来の猟師町に赤須賀新

田の一部を合わせて赤須賀村が誕生しました。その時の猟師町は田畑は無くて

殆どが宅地でした。赤須賀新田の一部には畑が僅かにありましたが、ここも宅

地が大半でした。大正 12（1923）年３月 31 日に赤須賀村は桑名町と合併し、

桑名町の一部となりました。今年は合併してちょうど 100年になります。「併合

記念碑」（写真①）が同 14年８月１日に建てられました。合併に際しては桑名

の富豪・諸戸精太の尽力がありました。明治時代の諸戸水道建設の際に当時の

桑名町と赤須賀村が給水区域となっており、飲料水が確保できました。そのた

め赤須賀村では諸戸氏に感謝の意味を込めた碑（写真②）を建てていました。

両碑とも現在は、赤須賀神明社境内には移されています。 

            

    ①併合記念碑         ②永頼厥功碑  

 赤須賀村の起源は永禄４（1561）年に三河国から移住して来た人たちによっ

て開かれた村で、人家は密集し、大半は漁師でした。そのため猟師町と呼ばれ

ました。桑名城地の拡張や明治の木曽三川改修工事のため、面積が変わってお

り、統計の取り方も違っていると思われますので、単純に比較できませんが、

狭い土地のため、人口も殆ど増えていません。 



赤須賀村（猟師町）の人 口推移 

1827（文政10）年ころ 2359人 御領分郷村案内帳（不破蔵） 

1884（明治17）年ころ 2927 桑名郡志（歴史図書社 復刻版） 

1889（明治22）年 2821 町村分合取調帳（三重県庁蔵） 

1920（大正９）年 2908 国勢調査報告書 

 赤須賀は漁業の町であることは、現在も変わりありませんが、過去には赤須

賀船が活躍した歴史もあります。赤須賀船とは、各地の港に出掛けて、物資の

売買をした船です。その起源は不明ですが、文政 10年の桑名藩御領分案内帳に

は、猟師町に「167隻の猟船と 42隻の買舞」があったと記録されています。「買

舞」とは「カイマイ」と読みます。「買廻」とも言われて、物資を買い回った船

です。江戸時代の実態は資料不足で判明しませんが、明治時代になって盛んと

なりました。大正９年の国勢調査では有業者のうち半数近くは水産業ですが、

それに次いで商業が全体の 1/4ほどを占めています（下表）。 

 赤須賀村の有業者別人口 

水産業 467人（45.4％） 

商業   277人（26.9％）  

農業    1人（  ０％） 

その他 284人（27.6％） 

合 計1029人 

大正９年「国勢調査」から 

 最初は志摩半島や熊野方面で活魚を買い入れて、名古屋（熱田）などで売り

捌きました。これらは「ナマ船」と呼ばれ、新鮮な魚を如何に早く届けるか。

お互いに競争して伊勢湾を航行したといわれます。もちろん帆船の時代ですか

ら天候に左右されますので、船頭の腕の見せどころでした。大正２年７月には

赤須賀村には発動機付きの船が３隻あった記録がありますから、明治の終わり

頃には動力船が導入されていたようです。昭和元（1925）年の記録では赤須賀

に 24隻の動力船があり、大正時代通じて動力化が進みました。桑名で米や日用

品を仕入れて、熊野地方で売りさばき、熊野で魚や木材を仕入れました。 
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